
令
和
５
年
度
投
稿 

俳
句 

（
三
月
） 

若
人
は 
砂
踏
み
諦
め
て 

春
を
嗅
ぐ 

 

（
仙
巌
園 

き
し
ょ
べ
） 

茶
の
泡
や 

揺
ら
す
は
レ
ー
ル
と 

潮
の
音 

（
仙
巌
園 

か
ね
し
ま 

は
る
と
） 

ワ
ン
コ
イ
ン 

寂
し
な
る
冬 

垣
間
見
ゆ 

 

（
城
山 

な
か
む
ら
） 

城
山
に
思
う 

影
み
る 

秋
の
月 

 

（
城
山 
オ
ム
ラ
イ
ス
で 

ロ
ン
グ
ブ
ザ
ー
ビ
ー
ト
） 

城
山
公
園 

雨
の
中
散
策
も 

趣
あ
る
な 

 

（
城
山 

無
記
名
） 

庭
園
の 

桜
を
彩
る 

桜
島 

 

（
仙
巌
園 

中
川
り
さ 

） 

城
山
や 

は
る
か
彼
方
の 

白
煙 

 
 

（
城
山 

徳
重
裕
武
士
） 

 
 



 

桜
島 

霞
か
か
り
し 

夢
の
色 

 
 

（
城
山 

月
影
ふ
あ
） 

錫
瓦 

ふ
り
さ
け 

見
れ
ば 

花
曇
り 

 
 

（
仙
巌
園 

せ
い
せ
い
） 

 

川
柳 

（
三
月
） 

 
 
 
 

不
眠
夜 

柵
飛
び
超
え
る 

桜
島 

 

（
城
山 

オ
ム
ラ
イ
ス
で 

ロ
ン
グ
ブ
ザ
ー
ビ
ト
） 

せ
ご
ど
ん
と 

さ
い
ご
う
ど
ん
は 

ど
っ
ち
が
い
い
？ 

 

（
城
山 
ヤ
ブ
イ
ヌ
） 

 

城
山
か
ら 

志
士
ら
も
見
た 

永
劫
の
海 

 

（
城
山 

石
原
豚
木
） 

鹿
児
島
に 

は
る
ば
る
来
た
よ 

西
郷
さ
ん 

 

（
城
山 

徳
重
裕
士
） 

 

息
上
が
り 

見
上
げ
る
先
は 

桜
島 

 

（
城
山 

月
影
ふ
あ
） 

 

 
 



短
歌 

（
三
月
） 

小
旅
行
５
人
で 

波
打
ち
際
歩
く 

 

あ
い
つ
と
２
人
で 

歩
き
に
来
よ
う 

 

（
仙
巌
園 

か
ね
し
ま
は
る
と
） 

噴
火
か
な 

眺
め
る
噴
煙 

芝
の
上 

す
す
る
鼻
に
は 

杉
花
粉
か
な 

 

（
仙
巌
園 

な
お
ピ
ー
マ
ン
） 

初
な
の
に 

雨
で
見
え
な
い 

桜
島 

 

桜
の
季
節 

心
が
濡
れ
る 

 
（
仙
巌
園 

ひ
ろ
く
ん
） 

宇
宙
（
そ
ら
）
へ
行
く 

輝
く
星
の 

み
ち
し
る
べ 

 
 

見
上
げ
る
君
は 

何
を
問
う
の
か 
 

（
城
山 

月
影
ふ
あ
） 

    


